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田尻由貴子さん招きセミナー 
 
 
 
 
 
 
 
 慈恵病院の現在の産科病棟ができる前に、取材にお邪魔したことがあります。 
病院の正面玄関わきに「まずは相談してください」と大書した目立つ看板。相談窓口のフリーダイヤルも掲

示されていました。赤ちゃんを預かることが「ゆりかご」の目的ではなく、悩む親たちの相談を受け付ける

ための活動だという理念が伝わってきました。 
 お会いした田尻さんは当時、3日に１回のローテーシ 
ョンで、24時間の電話相談を担当していました。 
夜中も、枕元に携帯電話を置いて就寝します。 
 10代の少女から夜中に「いま赤ちゃんが生まれてしま 
った」とうわずった声で相談の電話がかかってきたこと 
もあったそうです。 
電話を受ける側がうろたえると、相手が不安になって 

切ってしまうので、心を落ち着かせ「近くにタオルはあ 
る？」「ご両親はどこにいるの？」と短い質問を重ねて 
状況を把握し、赤ちゃんの命を救うことに成功したそうです。 
 こうした緊急対応があるため、経験豊かな師長クラスの３人が分担して、相談を受け付けていると話して

いました。現在は担当者が１人増え、田尻さんは院内にいる時間帯だけの担当になったそうです。この活動

がいかに多くの努力と熱意によって支えられているかを、反対論者の人たちも知ってほしいものです。 
 講演によれば、「ゆりかご」に子どもが預けられた例は、4 年間に７５件ありました。その多くは、親の身
元も判明しており、熊本県以外の九州が 19件、関東１８件、関西８件、中部７件、中国５件、地元熊本が３
件、不明 15 件と全国に散らばっています。「こっそりと捨てていく」というイメージではなく、追い詰めら
れた気持ちで助けを求めてくる人たちが多いようです。 
 また、電話相談は４年間で 2077件。相談者は、20代と 30代がそれぞれ 40％。10代の相談者も 16％に達
しています。田尻さんは、いくつかの事例を紹介しました。 
 

児相が重い腰を上げる 
 

離婚したばかりで、出産間近の 23歳女性。出生届を出すには、元夫の承諾が必要だが、父親が違うので、元

夫に妊娠を知られたくない。生まれてくる子の父になる男性も妻帯者で「こうのとりのゆりかごに預けてこ

い」と言う。地元の児相に相談するように勧めたが、地元児相はこれまでのいきさつのせいか、かかわりた

くない様子。熊本児相を通じて依頼し、ようやく対応してもらった。 
 

自ら育てることを決意 
 

29歳の女性が、望まない妊娠をした、と母親から相談。 
本人や両親と数回にわたり面談。当初は特別養子縁組も検討したが、 
本人が自分で育てることを決意。両親も「生まれてくる子の幸せを 
第一に考えたい」協力することになった。 
 

若年妊娠で特別養子縁組 
 

16歳女性の父親から妊娠の相談。本人は、16歳の彼と結婚して 
子育てすることを希望するが、父は大反対。一時は本人が家出し、 
連れ返してもすぐに家出する状態だった。 
妊婦健診で本人と面談。本人は彼やその家族の気持ちも考え、悩 
んだ末に特別養子縁組を決意。 
 
 その他、レイプによる妊娠の事例、緊急の未受診出産の事例なども紹介されました。 
 相談によって赤ちゃんの命が救われた事例は、「自分で育てる」と本人や家族が決意したケースが 142 件、
特別養子縁組が 113件、乳児院の一時保護が 22件でした。 
 相談を受ける際に大切にしているのは、①傾聴する②共感する③親身になる④より添う⑤責めないーの５

点だそうです。  
望まない妊娠の問題は、家族のコミュニケーション不足、孤立、社会性の未熟さ、経済的不安などさまざま

な問題が重なって、生まれてくる子の存在が重荷になっていきます。本人の苦しみを受け止める姿勢が、解

決への第一歩となるわけです。 
 講演の最後を、田尻さんは次の言葉で締めくくりました。 
 私たち CAPNAの活動においても、心に刻みたい言葉です。 
 
・ 愛の反対はにくしみではなく、無関心である。 

・ 命は生きています。その命を守りなさい 

・ 愛を種まきして熟するのを待つと平和という果実が実ります。私たちは愛するため、そして愛されるために生まれ

てきたのです。 

・ 大切なのは どれだけたくさんのことをしたかではなく、どれだけ心をこめたかです。 

 
慈恵病院に続く取り組みは、日本のどこにも生まれていません。よほどの熱意と地元行政の協力がなけ

れば、成り立たない活動です。しかし、多くのニーズがあることも事実です。特別養子縁組の普及と合わ

せて、考えていきたい問題です。 

病院前の大きな看板で相談を呼びかけ 

熊本市の慈恵病院（蓮田太二理事長）が取り組んでいる「こうのとりのゆりかご」の活動が５年を迎

えました。当初は「育児放棄を助長する」などと反対もあったものの、小さな命を守り、親たちを支援

する機関として、実績を積み重ねてきました。同病院の看護部長・田尻由貴子さんを招いて、４月 22
日、名古屋でセミナーを開催しました。その講演と、以前の取材をもとに、「望まない妊娠」の問題につ

いて「ゆりかご」から見えてきた現代社会の課題を紹介します。（理事・安藤明夫） 

電話相談に応じる田尻さん 

「ゆりかご」の情熱と技術に学ぶ 


